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公
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財
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兵
庫
県
に
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け
る
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育
成
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ス
ポ
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」-

　

兵
庫
県
で
は
、21
世
紀
に
向
け
て
、豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
し
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、平

成
12
年
度
か
ら
法
人
県
民
税
の
超
過
課
税
※
を

財
源
と
し
て
、全
県
下
の
小
学
校
区
に
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
以
下
、「
総
合
型
ク
ラ

ブ
」）を
設
置
す
る「
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ひ
ょ

う
ご
」事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。平
成
17
年
度

ま
で
に
8
2
7
ク
ラ
ブ

が
県
下
全
小
学
校
区
に

設
立
さ
れ
、地
域
ご
と

に
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

総
合
型
ク
ラ
ブ
と
は
？

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
は
、人
々
が
身
近
な
地
域
で
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
住
民
に
よ
り
自
主
的
・
主
体
的
に
運
営
さ

れ
る「
多
種
目
・
多
世

代
」型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
す
。近
年
、少

子
高
齢
化
や
情
報
化

な
ど
の
社
会
の
変
化

に
よ
っ
て
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
や
地
域
・

家
庭
の
教
育
力
の
低

下
、子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の
欠
如
な
ど
社
会

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
は
、技
術
の

進
歩
に
よ
り
生
活
の
利
便
化
が
進
み
、自
由
時
間

の
増
加
し
て
い
る
中
で
、健
康
意
識
の
高
ま
り
な

ど
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
で
は
、
複
数
の
種
目
を
様
々

な
世
代
の
人
々
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
住
民
が
連
帯
感
を
高
め
、
豊
か
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
設
立
に
よ
る
地
域
の
変
化

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
地
域
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
事
業
か

ら
18
年
目
を
迎
え
、ク
ラ
ブ
の
代
表
者
は
地
域
の

変
化
を
次
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

１
．「
地
域
住
民
の
交
流
が
活
発
化
し
た
」（
59
・
8
%
）

２
．「
住
民
の
参
加
機
会
が
増
え
た
」（
56
・
4
％
）

３
．「
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
た
」（
41
・
9
％
）

４
．「
複
数
種
目
に
取
り
組
む
住
民
が
増
加
し
た
」（
31
・
5
%
）

５
．「
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
活
発
に
な
っ
た
」

（
23
・
2
%
）※
複
数
回
答
可

（
平
成
28
年
度
総
合
型
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
調
査

結
果
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
）

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
で
は
、会
員
を
対
象
と
し
た
定

期
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で
は
な
く
、地
域
住

民
に
広
く
参

加
を
呼
び
か

け
、
地
域
の

交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う

に
地
域
に
交

流
を
も
た
ら

し
た
の
は
ク

ラ
ブ
運
営
に

お
い
て
、
会

員
の
み
を
対

※一定以上の資本金または出資金、法人税額を超える法人から標準税率に上乗せして超過課税（0.8％）を徴収し、勤
労者の多様な働き方と生き方及び健康で豊かな生活環境の確保を推進するための事業に活用するものである（兵庫県
HP より抜粋）

クラブ関係者が一堂に集う全県スポーツサミット

クラブ間のネットワークによ
り各種支援事業を展開

ク ラ ブ 間 の 交 流 大 会 の 様 子
（ペーロン競漕）
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象
と
し
た
共
益
的
な
活
動
だ
け
で
な
く
、地
域

住
民
に
開
か
れ
た
公
益
的
な
活
動
を
推
進
し
て

き
た
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、総
合
型
ク
ラ
ブ
が
設
立
し
た
こ
と
で
、

複
数
の
種
目
に
取
り
組
む
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
機

会
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
育
成
に
か
か
る
県
の
補
助

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、拠
点
施

設
整
備
費（
事
務
室
、会
議
室
、談
話
ス
ペ
ー
ス
、

更
衣
室
等
を
含
め
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
整
備
）と

ク
ラ
ブ
の
活
動
費
を
5
年
間
に
限
り
助
成
す
る

運
営
費
助
成
を
県
か
ら
各
市
町
を
通
じ
て
ク
ラ

ブ
に
交
付
し
ま
し
た
。行
政
は
ク
ラ
ブ
関
係
者

と
協
力
し
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
お
よ

び
、計
画
的
な
活
動
と
持
続
可
能
な
運
営
体
制

の
構
築
に
向
け
て
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
繋
が
る
住
民
の
輪

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、人
と
人
と
の
交
流
を
促
進
し
、

地
域
を
元
気
に
す
る
大
き
な「
力
」を
秘
め
て
い

ま
す
。総
合
型
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て
、住
民

同
士
の
交
流
を
促
進
し
、協
働
す
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、住
民
同
士
の
繋
が
り
、地
域
の

絆
が
強
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
れ
ま
で
、わ
が
国

の
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
単
一
種
目
、同
世
代
型
」を
中

心
に
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。総
合
型
ク
ラ

ブ
で
は
、一
人
が
複
数
の
種
目
を
、色
々
な
世
代

の
方
と
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、よ
り
大
き
な
住
民
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

兵
庫
県
で
は
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で

も
、い
つ
ま
で
も
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を

め
ざ
し
て
、総
合
型
ク
ラ
ブ
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

兵庫県における総合型クラブ育成にかかる補助

事業名 拠点施設事業
（800万円）

運営費助成事業
（100万円×5年間）

事業説明

拠点は、クラブの活動展開の核と
なることから、それに相応しい必要
な機能整備を図ること。決算剰余
金を生じた場合は、基金に戻入し、
運営費助成として活用。

年間予算の範囲内でクラブからの
必要経費請求額を交付する。決
算剰余金を生じた場合、基金に戻
入し、次年度以降に繰り越す。

補助内容

ア　管理機能（事務スペース）
イ　交流機能（会議・談話スペース）
ウ　付属機能（更衣室、用具室）
エ　活動備品（机・椅子、ロッカー等）
※余裕教室等の改修、プレハブ等

新築、借受民家の改修により拠
点を整備

ア　クラブ設立準備経費
イ　クラブ年間運営経費
※謝金、旅費、スポーツ活動費、

消耗品費、印刷費、通信運搬
費、会場借料、広告宣伝費、
光熱水費などが対象

補助率 100％ 100％

補助対象 「スポーツクラブ21ひょうご」
827クラブ

「スポーツクラブ21ひょうご」
827クラブ
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